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キャンパス共通科目としての博物館実習  
丸山 俊明＊・森谷 菜穂子・高橋 加津美  
（山形大学附属博物館）   
（＊高等教育研究企画センター協力員）  
山形大学附属博物館の前身は山形師範学校の郷土  
室であり，郷土の文化を大切に受け継ぐという思想  
のもとに昭和初期に開設された。昭和27年に博物  
館相当施設に指定された後は，総合博物館として機  
能を整備しつつその役割を発展させてきたが，名称  
は附属郷土博物館であった。昭和53年に改名され  
て現在の名称になってから30年の歳月が流れ，現  
在にいたっている。本館の収蔵展示資料は自然科学  
から人文分野まで幅広く，古文書を多く所蔵してい  
る点が特色である。   
学芸員とは，博物館法に基づく博物館の専門的職  
員で，博物館資料の収集，保管，展示及び調査研究  
その他これと関連する事業についての専門的事項を  
つかさどる仕事を行う人を指し，博物館と呼ばれる  
施設には館長と学芸員を置くように定められている  
（博物館法第4条より）。学芸員となる資格を取得す  
るためにはいくつかの方法があるが，大学において  
文部科学省令で定められた科目の単位を修得して卒  
業することが最も確実な早道となっている。すなわ  
ち，学芸員になるための資格を有する者は「学士の  
学位を有する者で，大学において文部科学省令で定  
める博物館に関する科目の単位を修得したもの」（博  
物館法第5条第1項第1号）と定められている。そ  
のために大学において修得すべき科目と単位数は，  
博物館法施行規則第1条とその備考に詳しく決めら  
れており，′J、白川3学部はその単位数を満たすべく   
はじめに   
本学の附属博物館では，学芸員という国家資格を  
取得するための必修科目の一つである博物館実習を  
担当している。この実習は，博物館の教育運営に造  
詣が深い10人程の教員グループが講師を務めて，  
小白川3学部に共通する集中実施形式の授業として  
夏休みに開講している2単位の授業科目である。し  
たがって，教育成果や学生からの授業評価は担当教  
員全員で共有すべきものであるが，小論では著者ら  
博物館事務執行部の視点で授業の概要をご説明し，  
実践事例の一つとして近況や課題をご報告する。た  
だし，すべての責は筆頭著者一人に限られ，他の授  
業担当教員や事務員の方にはまったく累を及ぼさな  
いことをご承知置き願いたい。  
1．博物館と学芸員   
博物館とは，歴史，芸術，民俗，産業，自然科学  
等に関する資料を収集し，保管し，展示して教育的  
配慮の下に一般公衆の利用に供し，その教養，調査  
研究，レクリエーション等に資するために必要な事  
業を行い，あわせてこれらの資料に関する調査研究  
をすることを目的とする機関，とうたわれている（博  
物館法第2条より）。美術館，動物園，植物園，水族  
館も実際の名称からはすぐにはピンとこないが，条  
文の主旨からしてこれらも法律上はれっきとした博  
物館に位置づけられている。  
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学部ごとに教育カリキュラムを編成している。ここ  
では，理学部を例に省令科目12単位を充当すべく  
編成された本学の授業科目を紹介しておく（図表1）。  
本学では一つの授業の単位数は2単位を基本として  
いる場合が多いので，省令を満足するためには現実  
的には15単位ほどを修得することになる。   
要するに山形大学には附属博物館が置かれており，  
このことによって本学の学生は所定の授業科目を修  
得すれば，学外の施設にまったく頼ることなく卒業  
時に学芸員という国家資格を得ることができるので  
ある。しかし，学芸員という国家資格を得たからと  
いってすぐに学芸員として博物館に就職できるわけ  
ではない。ちょうど，教員免許状を取得するために  
は教育職員免許法に定められた所要資格を得なけれ  
ばならないという仕組みと同じである。教職免許を  
取得したからといってすぐに小中学校の先生になれ  
ないのと同じように，学芸員も資格の取得と採用と  
は直結していない。小中高の教諭になるためには各  
県の教員採用試験に合格しなければならいように，  
多くの湯合，学芸員にも各博物館や地方自治体が実  
施する厳しい就職試験を突被することが必須条件に  
なっている。  
図表1学芸員となるために必要な省令科目と授業科目との関係（理学部を例に平成20年度学生便覧より引用）  
省 令 科 目  単位数  開   講  科   目  単位 数  開講学年   備 考   
生涯学習概論   生 涯 学 習 概 論  2   2   人文学部開講   
博物館概論  2   博物館学について，授業科目の  
博物館学（概論）2単位，  
博物館経営論   博物館学（経営論）2単位，  
博物館資料論  2   博  物  館  学  6   2  
博物館学（資料論）2単位  
をすべて修得し，6単位を揃え  
てください。なお，成績表には授業料  
博物館情報論   目名ではなく，それぞれ博物館学2  
単位と表示されます。  
博 物 館 実 習   ※必修，附属博物館で実習  
（事前・事後指導を含む）  
2   3  
（博雄詳細、る葡  
臨 海 実 習 Ⅰ  ロ   生物学科学生のみ  
臨 海 実 習 Ⅱ  口   2   生物学科学生のみ  
植物 分類 学 実習   2   生物学科学生のみ  
博物館実習   3  動 物 生 態 学 実 験  口   3   生物学科学生のみ  
自然科学基礎実験Ⅲ  口   3  
野 外 実 習 Ⅰ  口   2   地球環境学科学生のみ  
野 外 実 習 Ⅱ  口   2   地球環境学科学生のみ  
自然科学基礎実験Ⅳ  口   2  
芸 術 文 化 実 習  2   2   人文学部開講  
文化財調 査 実 習   2   2   人文学部開講   
植 物 系 統 分 類 学  2   2  
視聴覚教育  
動 物 系 統 分 類 学  2   2  
地球環境文献購読Ⅰ  2   
メディア論   
3   地球環境学科学生のみ  
美学・芸術学概論   2   2   人文学部開講，隔年開講  
芸 術 文 化 概 論  2   2   人文学部開講，隔年開講   
教育学概論   教  育  原  論  2   2  
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実習を3単位分履修しなければならない。小白川キ  
ャンパスでは，3単位のうち1単位は各学部の実験  
実習科目を修得し，残り2単位は博物館における博  
物館実習が必修となる（図表1）。   
法律上は，博物館実習は博物館または文部科学大  
臣もしくは都道府県の教育委員会が指定した博物館  
に相当する施設における実習により修得するものと  
定められており，その単位数には，大学における博  
図表2 開講以来の単位修得者数  
2．博物館実習   
山形大学では人文・地教・理の小白川3学部におい  
て学芸員資格を取得することができる。そのために修  
得しなければならない単位総数は本学の授業科目で  
は実質15単位ほどにすぎないが，すべてが学部学科  
の専門教育科目として必修に指定されているわけでは  
ない（図表1）。つまり，教職免許や学芸員の資格を得  
るための単位は，通常，卒業要件単位数には含まれて  
おらず，かといって教養教育科目としてカリキュラムに  
配置されているわけでもない。授業のカテゴリーとして  
はあくまでも専門教育科目の一環として付帯的に配備  
されているにすぎない。そのためおのずと授業時間割  
上の編成も学期の平日であっても昼間の校時からは  
外されぎみとなり，博物館実習にいたっては夏季休業  
中の集中開講というのがいままでの変えがたい慣習と  
なっている。   
学芸員になるための資格を得るためには博物館  
図表3 開講以来の単位修得者数の経年推移  
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図表4 平成20年度の博物館実習日程表   
A日程事前指導  
8／18（月）教養教育1号館115教室  → 教養教育1号館情報処理教室2  
時間   9：35～10：20   10：30～12：00   13：00′－14：30   14：40～16：10   
内容   学芸員の資格取得  
本館構成と実務について  実習事前指導   
館長，事務補佐員  
A日程実務実習  
第1日   第2日   第3日   第4日  
8／19（火）   8／20（水）   8／21（木）   8／22（金）   
8：45  出席簿捺印   出席簿捺印   出席簿捺印   出席簿捺印  
9：00  
オリエンテーション   
本館見学   
理学部講師   理学部准教授   地域教育文化学部  
12：00  岩田尚能   横山潤   教授  
昼食  伊藤清郎  
13：00  
13：30～16：00  13：30～16：00  
見学実習  
拓本の取り方   絵画資料の取扱い  
見学実習  
山形県立博物館  山形県郷土館  地域教育文化学部  
（文翔館）  教授  
16：00  宮島新一  
16：30  
課題記入・清掃   課題記入・清掃   
事後指導9／25（木）8：50～16：10（人文103教室）  
B日程事前指導  
9／16（火）教養教育1号館115教室   → 教養教育1号館情報処理教室2  
時間   9：35～10：20   10：30～12：00   13：00～14：30   14：40～16：10   
内容   学芸員の資格取得  
本館構成と実務について  実習事前指導   
館長，事務補佐員  
B日程実務実習  
第1日   第2日   第3日   第4日  
9／17（水）   9／18（木）   9／19（金）   9／22（月）   
8：45  出席簿捺印   出席簿捺印   出席簿捺印   出席簿捺印  
9：00  
オリエンテーション  岩石標本の作成   9：30～12：00   
見学実習  
地質図の読み方・  
本館見学   書き方  
地域教育文化学部   
教授  理学部教授  
12：00  大友幸子  
昼食  
丸山俊明  
13：00  歴史史料の解読  13：30～16：00  
見学実習  
拓本の取り方  
人文学部准教授  人文学部准教授  山形県郷土館  
阿部成樹   三上喜孝   （文翔食ゎ  
16：00  
16：30  課題記入・清掃   課題記入・清掃  課題記入・清掃   
事後指導9／25（木）8：50～16：10（人文103教室）  
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図表5 実習の－コマ  物館実習に係る事前および事後の指導の1単位を含  
むものと決められている（博物館法施行規則第1条  
備考第3項及び第4項）。だから，本学の附属博物館  
以外で博物館実習を履修する場合には，自分で交渉  
して実習先を探す苦労も伴えば，大学における事前  
および事後指導の手当ても自分で算段しなければな  
らなくなる。   
本学では昭和55（198α年以来，附属博物館とそこ  
に携わる学芸研究員が中心となって博物館実習を担  
当してきた。履修者の総数は29年間で延べ2，446  
人におよび，毎年100人弱の学生がコンスタントに  
受講してきた（図表2，図表3）。例年，受講者数が  
1クラスで対応できる限度を超えているため，2～  
3グループに分けて日程を調整している（図表4）。   
実習を担当する教員も小白川キャンパスの3学  
部にわたって計10人程が名を連ね，折々の博物館  
長が代表教員を務めてきた。博物学という大きな学  
問分野にあって歴史，考古，民族，美術，動物，植  
物，地質，古生物 岩石などを専攻する教員がそれ  
ぞれ専門分野の立場から学問の基本を教授するとい  
う実践導入教育に目的がある。だから，授業形態が  
多様であると同時に，教員集団が学部を越えて編制  
されている点にもこの授業の特徴がある。個々の実  
習は1名．の教員が責任をもって履行し，オムニバス  
形式で1週間運営される（図表4）。学内の教室のほ  
かに他館見学と称して県立博物館や山形県郷土館  
（文翔館）にお邪魔して，一般入場者が見学できな  
い収蔵庫や資料室などを見せてもらう。博物館業務  
の基礎を通覧しながら，その実務について学生が自  
ら体験・体感・経験できる項目編制となっている（図  
表5）。地方都市における他館との社会連携も実現し  
ながら地方大学としての学部集合キャンパスの利点  
を十分に活用した教育を目指しているといえよう。  
岩石標本の作成  
A日程8月20日  
見学実習：山形県郷土館  
A日程8月20日  
維管束植物の形態観察  
A日程 8月21日  
拓本の取り方  
A日程8月21日  
絵画資料の取扱い   
A日程8月22日  
歴史史料の解読  
A日程8月22日  
資料記述の実際  
B日程9月17日  
岩石標本の作成  
B日程9月18日  
歴史史料の解読  
B日程9月18日  
見学実習：山形県立博物館  
B日程9月19日   
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この点を深く反省し，今年度から急速，館長を代表  
教員としてシラバスを作って3学部に掲載していた  
だくことにした（図表6）。ただし，単位の認定権限  
はあくまでも学生が所属する学部教授会にあり，博  
物館はその実務を補助するという従前通りの手順に  
変わりはない。   
夏季集中形式で実習が組まれているために，履修  
受付も通常の授業に比べて遅く始まる。実習生の数  
が100名近くに達するため，期日をA日程とB日程  
の2回に分けて実施している。毎年，学部の掲示板  
にも日程の詳細を貼り出すが，最近の学生はたいて  
い本館のホームページを見て履修手続きを開始する  
ように見受けられる（図表7）。   
学生が自らABどちらかの日程を選択して申し  
込む。今年の申し込みから事後指導まで履修全体の  
流れは下記のとおりで，毎年ほぼ同様のスケジュー  
ルとなっている。  
地質図の読み方・書き方  拓本の取り方  
B日程9月22日  B日程9月22日   
オリエンテーション   
A日程8月19日   
B日程9月17日  
事後指導  
A・B日程9月25日   
実は博物館実習のシラバスが整備されたのは今年  
度からであった（図表6）。今や大学において授業の  
履修登録とシラバスは切っても切れない関係になっ  
ているが，博物館実習についてはキャンパス内で見  
落とされていた感が否めない。なぜならば，純粋な  
専門教育科目でもなく，教養教育科目でもなく，3  
学部に共通した科目ではあるが，どこの部署がお世  
話役を担うのかが定まっていなかったためらしい。  
博物館が怠慢だったからとのご批判もあろうが，博  
物館には専任教員は一人もおらず，事務補佐員2名  
が事務所掌上 図書館の下位に配置されているに過  
ぎない。もちろん，館には独立した教授会があるわ  
けもなく，現実的な単位認定機能やその権限はまっ  
たく有していないのである。学芸員養成課程とよば  
れるべき教育プログラムと，その中身となる学芸員  
資格取得関連科目は3学部ごとに編成されており，  
学部ごとにシラバスも数年に渡ってきちんと整備さ  
れている。なぜかしら博物館実習のシラバスだけが  
小白川キャンパスにおいて出遅れていたのである。  
6月下旬～7月11日 履修申し込み期間  
7月22日 A日程の実習説明会   
7月23日 B日程の実習説明会  
8月18日 A日程の事前指導   
8月19～22日 A日程の博物館実習   
9月16～22日 B日程の事前指導   
9月17～22日 B日程の博物館実習   
9月25日 AB日程合同で事後指導   
ここ数年は本学以外からの履修生も数名ではあ  
るが常連になりつつある（図表8）。本県出身で関東  
や関西で学ぶ方が，夏休みの帰省を利用して博物館  
実習を履修するケースもある。ちょうど自動車教習  
所における帰省を利用した集中講習と同じ形式であ  
る。また，一度社会に出た方や大学院生が学部の科   
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図表6 博物館実習のシラバス  
【授業概要】  
●7‾－マ  
学芸員資格取得のための基礎技術の修得。学芸員の資格取得については博物館法第5粂において定められており，本実習は「大学に  
おいて文部科学省令で定める博物館に関する科目」のひとつである。受講資格として，博物館学をすでに2単位以上取得している者に限  
るので十分注意すること。  
・ねらい  
本実習は博物館法施行規則に定められた科目であり，学芸員資格取得にむけて現代の博物館で必要な知識や技術・方法の修得を目的  
とする。博物館が扱う資料は広範囲にわたる。生物学，地質学，歴史学そして美術史といったそれぞれの専門分野ごとに，附属博物館の学  
芸研究員を中心とした教員が吉都市となって指導が行なわれる。現場を知るため，実習期間中に市内2館の協力を得て博物館見学を行なう。  
・目標  
実際の博物館と学芸員の現状を体感しながら，基礎的な技術・方法の修得を目指す。資料の収集，調査・研究，整理・保存，展示・普及と  
いった博物館の基本的な機能を理解するだけにとどまらず，社会教育における博物館の使命や運用などの実務面についても考察する。  
・キーワード   
学芸員，博物館，博物館資札資料観察・記述   
【授業計画】  
・授業の方法  
説明会事前指導および事後指導を含む，計7日間の集中形式で行なう。授業形態は主に実習形式となる。例年，受詩希望者多数のた  
め，8月と9月の2回に分けて催行する。  
7月中に行なわれる説明会は授業の一環であるので参加することが必須。説明会への参加方法・日程等詳細については6月末に各学部  
の掲示板に貼り出すので十分注意すること。なお，附属博物館のHPでは前年度までの実習の様子が確認できる。  
http：〟wwwlib．yamagata－u．aCjp／museumjisshuu．html  
・日程  
昨年度の日程は下記の通り。日程によって順序が入れ替わるが，詳細は説明会にてお知らせする。   
＜説明会＞ 博物館実習の概要と受講のあり方について   
＜事前指導＞ 学芸員の資格取得，本館構成と実務について ＜第3日目＞ 午前：岩石標本の作成， 午後：魚類の形態観察   
＜第1日目＞ 午前：オリエンテーション，午後：他館見学  ＜第4日目＞ 午前：絵画資料の取扱い，午後：他館見学   
＜第2日目＞ 午前：歴史史料の解読 午後：拓本の取り方  ＜事後指導＞ 実習の総括   
【学習の方法】  
・受講のあり方  
それぞれ分野の異なる内容の実習が続くので，専門外のことにも積極的に取り組む姿勢が求められる。  
常に問題意識を持ち，博物館見学の際はその館の欠点のみならず，どのようにしたらその問題は改善されるのか，建設的に考えながら  
臨んで欲しい。  
・予習のあり方  
新聞やテレビ，インターネット等を通じて博物館に関連すると思われる事柄にアンテナを張っておくことが必要。  
・復習のあり方  
毎日レポートを課す。実習後に記入の時間を設けるが，他館見学で時間が取れない時は翌朝提出となる。   
【成績評価の方法】  
・成績評価基準  
博物館における基礎的な技術や方法を理解し修得できたか。また，博物館の基本的な機能や運用の実態を理解できたかを評価する。各  
課題を100点満点として全課題の平均点を評点とする。  
・方法  
各テーマの担当教員が課した課題（レポートや作業作品）ごとに達成度を評価する。実習主体の授業であるため，1度でも欠席した者に  
は原則として単位を認めない。また，不真面目な授業態度や遅刻に対しては厳しい姿勢で臨む。  
【科目の位置付け】  
博物館法施行規則に定められている省令科目「博物館実習3単位」のうちの2単位分に該当する。  
【その他】  
・履修に当たっての留意点  
「博物館学」として開講されている授業6単位分のうち2単位以上の取得が本実習の履修条件となるので，十分注意すること。  
・担当教員の専門分野  
古生物学，構造地質学，地球年代学，地質学，美術史，日本経済史・日本近世史，日本古代史，等  
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博物館実習  図表7 本館ホームページの実習案内  
http：〟www・1ib・yamagata・u．aCjp／museu皿hisshuu．html  
に毎年更新している。  
目等履修生の制度を使って受講される例も散見され  
る。「自前の学生だけでも数が多くて大変な労力が掛  
かるのに，どうして学外者まで引き受けるのか，博  
物館はそんなにゆとりがあるのか」とのご指摘を受  
けることがある。実は館としては今後も積極的に学  
外者を引き受けていく方針を採りたいのである。な  
ぜならば，博物館法の親規則である社会教育法によ  
って，図書館及び博物館は，社会教育のための機関  
とする（社会教育法第9条より）と定められている  
から，全国から実習生がおいでになればなるほど館  
の実績が評価された証拠だとありがたく，館の知名  
度が高まったおかげだと喜べるのである。確かに現  
実問題として，人数制限や日程調整および実費徴収  
や保険加入といった課題もあるが，ホームページで  
は学外に向けて若干名の受け入れを発信している。  
それに他大学の学生さんが持参する実習ノートや実  
習記録簿などを拝見したり，実習成績の処理手続き  
に携わったりすると，本館としても他大学の進んだ  
田平成20年度博物館実習について  
当館では「縛物館寧」2単位以上取得済みの  
山形大学の人文・理■地域教育文化の3学部の学生を対象に  
学芸員資格取得のための「博物館実習」を行っています。  
○ 学内の方  
お手持ちのシラバスや便覧（履修の手引き）所定のページを確降の上、  
履修登録して下さい。  
なお、今年の日程は⊇三三にてご確放下さい。  
†今年度の実習の様子をご覧頂けます喝辺  
☆受講生募集について☆  
申込み締め切り 7／11（金）12：00厳守  
受講希望者は学生センター各学部埴当係で上記日程のどちらかを選択し、  
受講生名ち軌こ名前を紀入して仮申し込みをしてください。  
仮申し込みをした上で、正式な受斡生登録をかねた祝明会に出庫聞います。  
脱明会の場所や日時、持参する物は各学部の掲示をご覧下さい。  
※ 今年度の申し込み・説明会は終7しました（2008．7．23）  
包 学外からの実習希立春受け入れについて  
0他大学在籍中の方 ※ 今年度の学外からの受け入れは締め切りました  
下肥の受入要項に沿って、例年若干名を受け入れn＼ます。  
①博物館実習生受入要項（他大学在学者用）PDF鴫  
②wod版かPDF版のどちらかを選んで下さいJ  
別紙：†離別密集習申込魯（他大学在学者用）W即d頗  
別紙：†離勿能美習由込恕（他大学在学者用）PDF服  
○ 上記以外の方  
社会人・放送大学在学中の方で博物館実習の単位を希望する場合は  
あらかじめ山形大学の科目専属僧生に申し込んで頂くことになります。  
例年、履修生のお申し込みの方法や時期は人文・哩・地域徴眉文化、  
それぞれの学軌こよって異なります。  
詳しくは上記宇部にお問い合わせ下さい。  
図表8 他大学等からの履修者受け入れ実績  
年度   実施総数  学外者   備考   
昭和55   119   人文学部に聴講生1名   
昭56～平14   1，804   0   この間学外からの受講者はなし   
平15   84   2   金沢大学資料館館員1名，立命館大学学生1名   
平16   101   3   放送大学学生2名，不明1孝．   
平17   109   0  
平18   82   立命館大学学生1名．   
平19   64   0  
平20   83   5   
人文学部院生1名，広重美術館館員1名り放送大学学生1名，  
農学部院生1名，京都外国語大学学生1名   
合計   総計2，446   12  
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ても柔軟に対応しているのが良い。  
実務実習の時間が短く感じた。  
短い期間だったが内容の濃い実習だった。  
雨天時の実務実習のプランも考えておくべきで  
はなかったか。  
名札をずっとつけているよう指示するべきだ。  
学芸員が普段どのような業務をしているのか，  
その一端を知ることが出来たのは本当によかっ  
た。  
乏しい資金でも工夫して何とか見学者に楽しん  
でもらおうという前向きな姿勢が印象深かった。  
単なる見学にとどまらず，植物の形態観察や岩  
石採集などの実務実習が非常に面白く楽しかっ  
た。この面白い，楽しいという気持ちこそが博  
物館にとって大切だと思う。  
他館見学を通じて，①展示・収蔵，②学芸員につ  
いて，③地域との交流という3つの視点で比較  
し，それぞれの特徴を考察することが出来た。  
拓本セットは一人一つではなく，班に一つとい  
う形で購入すれば実習費の負担が軽くなるので  
はないか。  
山形大学附属博物館の存在とその資料をもっと  
学内で宣伝するべきだ。  
他館見学の中で山形県郷土館文翔館ではボラン  
ティア制度の充実について驚かされた。その熱  
意についてボランティアの人に聞いてみたかっ  
た。  
古文書や巻物の扱い方，掛軸など美術資料の扱  
い方など実際にモノに触れて学べるのが大変楽  
しかった。  
知識や技術を得たことにより，モノを見る目が  
養われた。・  
拓本取りは雨天の中で大変作業しづらかったが，  
意外に面白かった。墨のつけ具合が難しく，技  
術の修得も学芸員にとっては大事なのだと思っ  
た。  
展示資料が多いとゴチャゴチャした印象になる。  
収納スペースがないのなら長期間外に貸し出す  
ことも必要ではないか。  
他館見学を通じて現在の博物館を取り巻く現状   
方式を見習って改善策を検討しなければと逆に勉強  
になることも多いのである。  
3．学生レポート   
実習の終わりにレポートを集めている。レポート  
の課題は「博物館実習を終えて」で，事前指導から  
実務実習にかけて学んだこと，感じたこと，自分が  
考察したことなどを自由に記述してもらっている。  
レポートの枚数はA4判1枚分でよいと指導してい  
るが，裏面を使っても足らず数枚に渡って書き込む  
者もいる。事後指導の日を提出〆切と定めているた  
め，事後指導の課題については触れることができな  
いというデメリットはある。しかし，実務実習を終  
えてから提出日まで数日間の猶予があるため，受講  
生がどのように実習と向き合ったのかを自分自身で  
反萄して整理した様子をこのレポートからは何い知  
る事ができる。内容は感想，意見，考察と様々だが，  
学生の正直で率直な気持ちが綴られていると思う。  
ここに紹介する文章は平成20年度博物館実習受講  
生（計84名）が課題として提出したレポートより抜  
粋したものである。一応，テーマ毎に（1）山形大  
学附属博物館の「博物館実習」について，（2）「博  
物館」全般について，（3）「博物館」を取り巻く状  
況について，（4）「学芸員」について，（5）資格  
取得にあたってと5つの項目に大別したが，学生の  
文章表現や漢字表記には極力手を加えていないこと  
をご承知願いたい。  
（1）山形大学附属博物館の「博物館実習」につい  
て  
・一つの分野に固執せず様々なことが体験できた。  
・自分の専門外の分野に触れることが出来た。（同   
意見多数）  
・遠方からの参加者（他大学生・社会人）に対し  
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や課題が見えた。  
自分で保管している岩石・鉱物・化石の資料を  
しっかりとクリーニングし，保存状態の良いも  
のは大学の附属博物館や県立博物館などに寄贈  
して学問の発展に貢献したい。博物館における  
保存・保管について学び，日頃の野外実習後の  
資料の取扱いについて見直すことが出来た。  
実務実習のプログラムはとても充実したものだ  
ったが，実際このような体験が学芸業務にどの  
ように役立つかを明確にして欲しい。  
自然科学系・人文科学系，いろいろ体験できる  
のは良い経験となったが，いずれも半日等で修  
得できるものではなく，もの足りなさを感じる  
ことはあった。  
実習を通じて得た，担当教員，博物館のスタッ  
フ，他館ボランティアガイドをはじめとするス  
タッフ，多くの人との交流が自分にとってプラ  
スとなった。  
「実習」ということで頭と身体を使う5日間だ  
った。この期閣内は社会人としての振る舞いが  
日頃以上に求められ，いい経験ともなったし，  
やりとげた自分を評価したい。  
山形大学附属博物館は文化や自然の展示が中心  
であったが，総合博物館であれば技術系の展示  
も行なうべきだ。  
実習のおかげで博物館へ行く楽しみが増えた。  
あまり学ぶ機会のなかった地質図を書いてみる  
作業が楽しく，個人的にも更に学んでみたいと  
思った。  
扱う資料によって付き合い方も変る。これから  
は一つの考え方に固執せず視点を広く持ち柔軟  
に対応することを学んだ。  
絵画資料の解説をするにあたって，主観を入れ  
ずに客観的に作品を見て記述していくのが難し  
かった。  
実習内容がほとんど実務的なことばかりだった  
ので，ただ授業を聞いてノートをとる博物館学  
とは違い，一つ一つに集中でき，学芸員という  
仕事をより具体的に理解できた。後期の博物館  
学にはもっと身を入れて授業に臨みたいと思う。  
学芸員にかんする様々な講義を受けてきたが，  
今回この実習でそれらの知識が具現化したよう  
な感覚を覚えた。たとえば，一館あたりの学芸  
員数が少なく大変だという知識はあったが，今  
回3つの博物館を見学してそれが本当であると  
実感した。  
事前指導ではどんな内容の実習を行うのかよく  
わからず，実習が嫌だと感じていたが，様々な  
実習を行うにつれて学芸員の仕事やその大変さ，  
またその面白さを感じることが出来た。  
（2）「博物館」全般について  
リアルな博物館の姿を知ることが出来た。   
博物館を見学者としてではなく「学芸員（職員）」   
の視点で見ると見方が変った。   
「博物館」における仕事の分業化の必要性につ   
いて考えさせられた。   
博物館の使命の一つ，「保存管理」の難しさを知   
った。   
「展示」という仕事についてより多くの工夫が   
なされていることを知った。   
博物館における様々なコミュニケーションの大   
切さを学ぶことが出来た。（他，学芸員のコミュ   
ニケーション能力の重要性について多数意見あ   
り。）   
今までと博物館を見る目が変った。   
博物館の運営について知ることが出来た。   
博物館の中でも「大学博物館」は第一に学生の   
利用について考えるべきである。   
バリアフリーについて博物館はもっと積極的に   
考えるべきだ。   
博物館学への興味が更に増して，ここで学んだ   
ことをちゃんと活かせるようになりたいと思っ   
た。   
博物館にも総合博物館や歴史系の博物館，自然   
系の博物館といろいろ種類があることを学んだ。   
いずれも過去から未来へのつながりを感じるこ   
とが出来る共通点がある。   
実務実習中の植物採集などを通じて，資料収集   
の目的は珍しいもののみを求めることではなく，   
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想像以上に「博物館」と「学芸員」を取り巻く  
状況が難しいという現実を突きつけられた。  
博物館には地域の人の協力が不可欠であり，地  
域の人と共に生きていくことが大事。  
博物館が地域にどれだけなくてはならない存在  
なのか，国や地方自治体に対してアピールする  
努力が大事だ。  
日本人は博物館の大切さや文化を後世に伝えて  
いくことへの意識が低すぎると思う。博物館は  
今のこの現状を地域の人々に知ってもらうべき  
である。多くの人が博物館を必要とすることが  
現状を改善するための第一歩だ。  
自分達の郷土の貴重な資料を後世に伝える博物  
館を，県全体で支えていく必要があると実習を  
通じて思った。  
現在の博物館には今までになかった多くの面が  
求められている。多様化する利用者のニーズに  
少ない予算で応えるための創意工夫には限度が  
あるだろう。  
ボランティアスタッフに地域の年配者が多いの  
は新発見だった。  
生涯教育やユニバーシティミュージアムという  
言葉をよく耳にしたが，博物館が価値あるもの  
として存在するためにはその土地や大学の独自  
のカラーを大切にしなければならないと思った。  
ボランティアの方が前面に出て，誇りを持って  
説明している姿はとても好ましく感じた。ただ，  
ボランティア同士の交流が生まれ，博物館の新  
たな発見に繋がればよいが，ただの井戸端会議  
となっている感もあった。これから学芸員の立  
場を明確にした上でボランティアのあり方を考  
える必要があるだろう。  
山形県は「教育県」と呼ばれ，各市町村だけで  
なく県全体でも積極的に教育改革に取り組んで  
いる。「総合的な学習」のように学外の地域との  
かかわりをもつ学習が重要だが，博物館もそれ  
に貢献できる地域の教育施設だと思った。  
その資料が存在した証拠を残していくことだと  
知った。  
山形大学附属博物館と山形県立博物館を見学し  
て，展示スペース・収蔵庫スペース・敷地の狭  
さ，学芸員の少なさを強く感じた。  
博物館にはエンターテイメント性と学習できる  
ようそのバランスが大事で，どちらか一方に偏  
りすぎでも魅力ある博物館にはならない。  
配置方法，展示方法をちょっと工夫するだけで  
モノの魅力が引き出されるということに驚かさ  
れた。  
UI止vers卸Museumは大学に附属していると  
いう点を活かして個性を出さなければならない。  
例えば本学のように学芸員の育成に力を入れ，  
博物館に関わる事業全体に貢献するのも手だと  
思う。  
一見静かで動きがないような空間と錯覚する博  
物館の「動き」について初めて気づくことが出  
来た。  
与えられた情報以上に，自分の興味関心・疑問  
に応じて博物館を利用するその手段を学ぶこと  
が出来た。  
温湿度管理を日常的に行なう展示室や収蔵庫へ  
の配慮など，見えないところを知ることが出来  
た。  
高齢者・子供・障がい者の方々にも楽しんでも  
らえるような創意工夫が求められる。  
博物館のマイナスイメージ（敷居が高い，狭い，  
暗い，疲れる）払拭のための努力が必要だ。  
大学博物館と一般の博物館は存在理由多少異な  
っているが本質的には同じであり，どちらも地  
域活性化のために大切な施設であると学んだ。  
（3）「博物館」を取り巻く状況について   
社会の中における「博物館」のあり方を考えさ   
せられるきっかけとなった。   
日本における博物館の維持発展のための行政的   
な介入（設備や法律の整備，資金面の援助）は   
もっと積極的に行なわれるべきだ。  
（4）「学芸員」について   
今まで知る事が出来なかった色々な側面の「学   
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芸貞」を知ることが出来た。  
学芸員の仕事にかける誇りや資料に対する愛情  
のようなものを学ぶことが出来た。  
現代社会で求められる学芸員像に近づくことの  
難しさを実感した。  
デスクワークしかないインドアな活動ばかりを  
予想していたのだが，どれもこれもアクティヴ  
なものばかりで驚いた。（同意見多数）  
技術力を要求される仕事だと思った。  
次世代へ文化を受け継ぐ大事な使命があると知  
った。  
学芸員には研究者としての顔や教育者としての  
一面など様々な能力が必要なのだと思った。  
日本では学芸員の仕事内容が広すぎて（もしく  
は負担が多すぎて），その位置づけが曖昧である。  
説明してもらうことの大切さについて学んだ。  
次回博物館を訪れる時は積極的に話を聞きたい。  
この実習を通して初めて学芸員という職種につ  
いて学ぶことが出来た。  
より学芸員という仕事に興味を持った。見る側  
と見せる側，どちらになっても博物館とはずっ  
と付き合っていきたい。  
学芸員の仕事の分業化は必要であると，現状を  
見て強く感じた。  
学芸員と研究者は，その情報を伝える（展示や  
プレゼンテーション，ギャラリートーク）使命  
がある点で大きく異なる。  
現在見直されているように学芸員の上にもう一  
つ上級の職を設けるべきではないか。そうすれ  
ば資格取得しても就職できない現状は緩和され  
るのでは。  
来館者が常にどの様な事を求めているかを考え，  
様々なニーズに応えるべきだ。  
資料を正確に読み取り，正確に作成する事の重  
要性を感じた。  
係，学社（学校数育と社会教育）の連携や学社  
融合という視点から見ても，今回見学した館は  
それぞれ力を入れているという印象を受けた。  
ここで学んだことをもとにして，自分の専門で  
ある学校教育において博物館を最大限に活用で  
きる方法などを今後考察していきたい。  
学芸員になりたいという理想はあるが，それが  
大変難しいものであることを痛感した。  
将来博物館とは全く関係ない仕事についても，  
今回学んだ考え方や技術は生かせるのではない  
か。  
学芸員を将来の職業として希望するは別として，  
様々な可能性を持ちたいと思い，今回の実習を  
受けた。  
もうすぐ社会人となる自分にとって，好きなこ  
とを仕事にする（学芸員）ということ，その難  
しさを知ったことは心に残るものがあった。  
学芸員となるためのハードルの高さを知ったが，  
それでもなりたいと思えた。  
せっかく大学に入ったのだから一つくらい資格  
を取ってみようという気持ちで受講したが，学  
生のうちにしかできない体験ばかりで，次回博  
物館に行く時の楽しみも増した。それだけでも  
今回の実習に参加した価値があった。  
将来役立つかもしれないという軽い気持ちで臨  
んだが，受講してよかった。  
一週間の実習で，一学芸員，一社会人として振  
舞うことによって今までぼんやりとしていた学  
芸員像がようやくはっきりとしてきた。  
実習を通じて博物館経営の難しさと博物館の多  
様な役割 学芸員の仕事の面白さを学んだこと  
で，改めて学芸員になりたいと思い，学芸員資  
格取得への意欲が湧いた。  
実習は学芸員資格をとるための科目だが，今回  
自分は楽しもうという気持ちで履修した。将来  
は研究者になりたいが，研究者は往々にしてそ  
れを専門とする仲間内にしか伝わらない言葉で  
発表してしまうことがある。今後，自分が何か  
を発表するときの重要なポイントとして決して  
一人よがりにならないことを深く心に刻んだ。   
（5）資格取得にあたって   
一連の実習を終えて，なぜ自分がこの資格を取   
ろうと思ったのか考えることが出来た。   
自分の専門である社会教育施設と地域社会の関  
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や博物館実習など学芸員資格取得に関わるカリキュ  
ラムについてますますご理解を深めていただきなが  
ら共通の認識に立ったご議論を賜り，あわせて今後  
の実施体制や実務運用のご検討をお願いしたいと強  
く要望し，でき得れば博物館にも陪席の可能性を付  
帯していただきお手伝いの機会を得たいと申し出た。  
その結果，櫻井キャンパス長や三浦事務部長のご英  
断に寄って早速WGがスタートする体制が整った。  
学生センターはじめ関係の事務部各位に心より厚く  
感謝申し上げるとともに，キャンパスとしてよい結   
果を結実できるよう博物館としても今後のカリキュ   
ラム運営にあたって微力ながらお世話の労をとらせ  
ていただきたいと気を引き締めている。   
さらに平成21年中には本学の教養教育を束ねる  
全学教育機構なる新たな組織が立ち上がり，従来の  
学部一貫教育をさらに押し進めた学士課程教育が平  
成22年度新入生から実施される計画だと聞く。博物  
館としてもこの学内の教育課程改革やキャンパス運  
営改革に乗り遅れることなく総合博物館として主体  
的に適応し，本学の学内共同利用施設という基本方  
針を堅持しながら学芸員資格取得のためのカリキュ  
ラム実施に適進したい所存である。加えて，教職免  
許に関わる部局が新しい機情の一部門として整備さ  
れる過程があるとすれば，学芸員資格の取り扱いに  
ついても守備範囲に取り込んでいただき，卒業時に  
取得できる資格に関連したカリキュラム全般につい  
て包括的に審議検討できる部門に発展してほしいと  
希望している。   
いっぽう学外では社会教育法が平成20年夏季に  
改正され，社会教育機関としての博物館の在り方が   
ますます重要視されてきており，ひいてはそれに比  
例する形で学芸員資格取得基準の一段の強化といっ  
た課題も議論の対象になっている。学芸員資格を取   
自分が目指す学芸員像が明確になったが，その  
ためにはまだまだ知識が不足しているので，多  
くの博物館に出向き，新聞などを読み，情報網  
を強くしたい。  
4．直近の課題と今後の展望   
小白川キャンパス運営会議の中にワーキンググル  
ープ（WG）ができた。博物館学など学芸員資格に  
関わる授業について，キャンパス共通の課題として  
検討するためのWGを平成20年末に立ち上げてい  
ただくことができた。いままで学芸員や博物館実習  
に関する教務事務は，学生センターの各学部学務ユ  
ニットで取り扱われてきた。ベテランの事務員さん  
が確かな知識と豊かな経験に基づいて的確な事務処  
理を続けてきてくださったおかげで，資格取得に関  
してトラブルが起きたことはない。しかし，限られ  
た事務員と一部の教員，および博物館関係者があま  
りにも手際よく仕事を続けてきたために多少の弊害  
も感じられるようになってきた。すなわち，博物館  
学や博物館実習の授業としての知名度が低いままで，  
授業科目としての位置付けがキャンパス内で軽んじ  
られる状況からいつまで経っても脱却できなくなっ  
ていた。FDの一環としてシラバスの整備が声高に  
叫ばれた際にも，博物館学の位置付けをきちんと理  
解していた教務厚生担当の教員は一握りだったよう  
に見受けられた。いまだに博物館関連科目は教養の  
授業ですよねえと切り出す教員も皆無とはいえない  
状況である。   
本学では平成20年度秋季からキャンパス毎の事  
務所掌が明確化され，1専物館事務も図書館を通して  
小白川キャンパス長のもとに集約されて，小白川事  
務部長の管理下に配置されることに決まった。これ  
を機に3学部の副学部長さんたちを中心に博物館学  
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得できる4年生大学は本県や南東北においても限ら  
れており，本館の使命としては本学学生ばかりでな  
く，他大学に在籍しつつ博物館実習の受講を希望す  
る本県出身学生のニーズにも応えていかねばならい  
と考えている。また，博物館に求められる今後の役  
割としては，「集めて，伝える」という基本的な活動  
に加えて，市民とともに「資料を探求」して知の楽  
しみを「分かちあう」という博物館文化を創造する  
ことを重要な実践課題として認識するように提言さ  
れている。本学の附属博物館は高等教育機関として，  
また同時に地域に根ざした社会教育機関として，そ  
して学生を大切に考える山形大学の共同利用組織の  
一つとして責務を全うできるよう決意を新たに臨ん  
でいく覚悟である。  
り立っていることを明記しあらためて感謝いたしま  
す。  
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